



















Geometrical Spin Frustrations in an 




































結果、Cu 3 Au 構造を示す Mn 3 Pt 秩序合金を見つけた。Mn 3 Pt 合金は、他の Mn 3 I r や Mn 3 Rh
合金に比べて格子定数が大きい。このことは、Mn の磁気モーメントがMn 3 Pt 合金では、大きい
ことを示唆するが、ネール温度は他の合金に比べて逆に半分近く、異常である。更に、不思議










 第１章では、本研究の背景について触れた後、Mn 3 Pt 秩序合金で、現在までに報告されて
いる興味深い性質について整理し、本研究の目的を述べる。 
 Mn 3 Pt 秩序合金の結晶構造は、Cu 3 Au タイプであり、面心立方構造の面心と角に、それぞ




 この合金は、ネール温度が T N＝475K の反強磁性体である。ネール温度以下の T t =400K で
反強磁性—反強磁性の磁気１次相転移を起こすことが報告されており、高温相と低温相は ,  
それぞれが F-phase と D-phase と名づけられている。D-phase では、すべてのMn 原子にスピ
ンが存在し、それが (111)面内で＜211＞方向を向いた三角磁気構造をもっている。F-phase
では、磁気構造の uni t  ce l l は結晶構造の uni t  ce l l  の２倍であり、Mn の磁気モーメントが結
晶軸に平行な方向を向いたコリニアースピン配列になる。高温相の磁気構造について、特徴
的なことは、全体の 1 /3 の Mn 原子は磁気モーメントを持たない。さらに、この磁気１次相転移
温度 T t では、格子定数とMn の磁気モーメントが急激に変化する。 
 
 また、同種の Mn 系貴金属合金 (Mn 3 Rh ,  Mn 3 I r )では、F-phase は存在せず、低温相の磁気
構造へ直接相転移する。F-phase は、Mn 3 Pt 秩序合金でのみ観測される特徴的な相である。 
 









った結果、S*=0.98  (SampleA)  とS*=0.55  (SampleB)の値をもつ試料であることが判明した。 
 
 第３章では、Mn 3 Pt 秩序合金の F-phase の過去に報告されている磁気構造の対称性から、
結晶が正方晶にひずんでいる可能性を考え、結晶構造の再考を行った。これまで結晶構造
は立方晶と報告されていた。本研究では、X 線回折測定を行い、回折線を注意深く検証する



































 第５章では、Mn 3 Pt 秩序合金で特徴的な F-phase の存在の安定性について考える。過去に
Mn 3 Pt 合金に圧力をかけることにより、格子定数を減少させながら、磁気１次相転移温度の変
化についての研究があり、格子定数の減少が高温相の安定領域を消滅させる事が報告され
ている。また、Mn 3 Pt 合金よりも格子定数が小さい同種の貴金属合金（Mn 3 Ir,  Mn 3 Rh）では高
温相は存在していない。この事実から、格子定数の変化が磁気１次相転移温度に強く依存し
ていることがわかる。本研究では、Mn 3 Pt 秩序合金の格子定数を増加させることによって、室
温以下まで F-phase が安定に存在することを検証する。格子定数の操作は Pt をより大きな原
子半径をもつ Au で置換させることで実現した。X 線回折実験と SQUID による帯磁率測定と





の Mn 3 Pt 秩序合金について残された問題点をまとめ、将来の展望について述べる。 
 
 
